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１０・成果公表の方法（投稿予定の論文タイトル、雑誌名、学会講演、談話会、広報等） 
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備考  ・研究成果を論文等で発表される場合、以下の形式の文章を謝辞等に記載して下さい。 

            (英語)This study was supported by the Earthquake Research Institute cooperative research program. 

           （和文）本研究は、東京大学地震研究所共同研究プログラムの援助をうけました。 
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・研究成果について、本所の談話会、セミナー、「広報」での発表を歓迎いたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



研究実績報告（成果） 
西太平洋の海底下に存在するオントンジャワ海台は，過去2億年間に活動した火山の中

では最大の噴出率を誇る洪水玄武岩である．この活動は地球環境や地球内部循環に影響
を与えたと考えられており，マグマ成因モデルが議論されている．そのため深海掘削計
画Leg192では，この海台の掘削を行った．私はLeg192に参加し，オントンジャワ海台の
岩石を採取してきた．そして実験岩石学的研究により，地下浅部（〜6km）の無水条件で
マグマの大部分は分化したと提案した．しかし，分化の際，僅かの（〜数%）水が関与し
ていた可能性が指摘されている．その理由は，オントンジャワ玄武岩中に斑晶として含
まれる斜長石の一部が高いAn値[=100×Ca/(Ca+Na)]（〜85）を持つためである．無水条
件下でオントンジャワの玄武岩マグマと共存する斜長石のAn値は82以下であるのに対し，
含水条件では高Anの斜長石が晶出する可能性があるためである． 

そこで地下浅部（圧力＝500MPa；地下15kmの圧力）で水が僅かに（1.0 wt %）含まれ
る系での溶融実験を行った．出発物質としてはオントンジャワ海内で採取された最も未
分化（MgO>10 wt %）な玄武岩を選択した．実験は富士常葉大学および地震研究所のピス
トンシリンダーを使用し，それぞれ温度1160℃で溶融した．実験装置のシリンダーと試
料容器の間の摩擦を最小にするため，試料容器の外側には食塩を使用し，500MPaの圧力
が再現できるようにした．また酸素雰囲気の制御を行うため，加熱容器の中に二重容器
を入れた．内部容器には鉄-白金の合金チューブを使用し，この中に玄武岩粉末と水を入
れ，外側容器に酸素雰囲気制御剤（Co-CoO）を入れた．実験後に回収した試料は紙ヤス
リ等を用いて研磨した後，地震研究所の走査電子顕微鏡を用いて観察および鉱物化学分
析を行った． 

含水条件の実験で晶出した斜長石のAn値は75〜80であり，高An（〜85）の斜長石組成
を再現できなかった．またオントンジャワ玄武岩中の高An斜長石はMgO量が低い（<0.3 w
t %）のに対し，実験で晶出した斜長石は高い（>0.5 wt %）という結果になった．これ
により，含水量がもっと多い条件（>1.0 wt%）や高温条件（＞1170℃）で斜長石が晶出
したことが予想された． 
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